
！

家
督
破
り
は
許
さ
な
い

村
娘
の
お
と
り
捜
査

秋
田
県
の
旧
制
女
学
校

米
町
の
米
、
大
町
の
絹
・
木
綿
な
ど
、
秋
田
藩
で
は

久
保
田
城
下
の
主
要
な
町

人

町
に
、
城
下
内
で
の

く

ぼ

た

ち
ょ
う
に
ん
ま
ち

独
占
販
売
権
を
与
え
て
い
ま
し
た
。
こ
の
特
権
は
家
督

か
と
く

と
呼
ば
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
家
督
を
持
た
な
い
他
の

（

）

町
々
や
城
下
周
辺
の
村
々
に
よ
る
売
買

家
督
破
り

や
ぶ

が
後
を
絶
た
ず
、
家
督
町
の
町
人
は
常
に
家
督
破
り
の

取
り
締
ま
り
に
奮
闘
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
当
館
が
所

蔵
す
る
「
白
米
家
督

（
資
料
番
号
・
米
沢
八
三
）
と

」

い
う
資
料
を
み
て
み
ま
す
。

天
明
六
年
（
一
七
六
八
）

閏

十
月
十
四
日
、
米

う
る
う

家
督
を
持
つ
米

沢

町

・
十

軒

町
の
町
人
が
、

よ
ね
ざ
わ
ま
ち

じ
っ
け
ん
ま
ち

牛

嶋

村
の
取
締
り
に
向
か
い
ま
す
。
牛
嶋
村
は
久
保

う
し
じ
ま
む
ら

田
城
下
の
入
口
に
位
置
し
、
城
下
に
運
び
込
ま
れ
る
物

資
を
も
と
に
商
売
す
る
者
が
多
い
村
で
し
た
。
両
町
の

町
人
は
、
牛
嶋
村
の
弥
兵
衛
に
よ
る
米
売
買
を
見

咎

み
と
が
め

、

。

め
ま
す
が

弥
兵
衛
は
悪
び
れ
た
様
子
も
見
せ
ま
せ
ん

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
コ
ー
ス
開
始
！

十
月
よ
り
公
文
書
館
講
座
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
コ
ー
ス
（
全
四

回
）
が
始
ま
り
ま
す
。
今
回
の
古
文
書
倶
楽
部
で
は
、
第
一

・
二
回
の
講
座
か
ら
内
容
を
少
し
ご
紹
介
し
ま
す
。

第１回

(金)10/8

そ
こ
で
両
町
同
様
に
米
家
督
を
持
つ
米
町
の
四
人
が
牛

嶋
村
に
向
か
い
ま
す
。
彼
ら
は

「
同
村
作
兵
衛
娘
相

、

頼
、
弥
兵
衛
方
江
白
米
弐
升

調

ニ
遣

候
」

と
と
の
え

つ
か
わ
し
そ
う
ろ
う

と
、
村
娘
を
お
と
り
に
し
て
弥
兵
衛
宅
の
米
売
買
の
決

定
的
瞬
間
を
押
さ
え
よ
う
と
し
ま
す
。
娘
を
向
か
わ
せ

、

、

た
後

米
町
の
四
人
は
弥
兵
衛
宅
に
踏
み
込
み
ま
す
が

弥
兵
衛
は
「
拙
者
方
ニ
而
娘
ニ
白
米
売

不

申
」
と
売

う
り
も
う
さ
ず

買
を
認
め
ず
、
娘
を
し
か
り
つ
け
ま
す
。
す
る
と
娘
は

「
啼
き
さ
わ
き
大
き
驫

申

候
」
と
大
パ
ニ

な

と
ど
ろ
き
も
う
し
そ
う
ろ
う

ッ
ク
と
な
り
、
あ
わ
て
た
米
町
町
人
に
よ
り
、
娘
の
親

戚
だ
と
い
う
隣
家
に
預
け
ら
れ
ま
す
。

お
と
り
の
村
娘
に
売
り
渡
さ
れ
た
白
米
二
升
は
、
弥

兵
衛
の
米
売
買
の
証
拠
と
し
て
米
町
町
人
に
差
し
押
さ

え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
「
町

触

控
」
と
い
う
資
料
か

ま
ち
ぶ
れ
ひ
か
え

ら
は
、
閏
十
月
二
十
一
日
に
、
牛
嶋
村
を
含
む
城
下
近

郊
の
八
ヶ
村
に
対
し
て
米
売
買
な
ど
を
禁
ず
る
命
令
が

出
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

時
に
は
村
娘
を
巻
き
込
ん
で
の
家
督
破
り
の
取
締
り

で
す
が
、
必
死
の
取
組
み
に
も
関
わ
ら
ず
、
周
辺
村
に

よ
る
家
督
破
り
は
こ
の
年
も
止
む
こ
と
は
な
く
、
家
督

町
の
悩
み
は
続
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

十
月
八
日
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
コ
ー
ス
の
第
一
回
は

「
米

沢

町
記

録
」
と
い
う
資
料
群
を
も
と
に
、
米
家

よ
ね
ざ
わ
ま
ち
き
ろ
く

督
を
め
ぐ
る
奮
闘
を
含
む
町
人
の
実
態
を
探
っ
て
い
き

。

【

】

ま
す

加
藤

昌
宏

現
在
、
秋
田
県
内
の
県
立
女
子
高
校
は
共
学
化
、
も

し
く
は
統
合
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
県
内
に
お
い
て

近
い
将
来
「
女
子
高
」
と
し
て
存
続
す
る
の
は
私
立
高

校
の
み
と
な
り
ま
す
。

秋
田
県
内
に
お
け

る
「
女
子
高
」
は
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
戦

前
の
実
科
高
等
女
学

校
、
高
等
女
学
校
な

ど
「
女
学
校
」
か
ら

の
系
譜
を
引
い
て
お

り
、
当
館
に
は
学
校

の
設
置
、
教
育
内
容

や
高
等
女
学
校
へ
の

昇
格
な
ど
、
公
立
・

私
立
の
女
学
校
に
関

す
る
資
料
が
保
存
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

十
月
二
十
二
日
の

講
座
で
は
戦
前
の
女

学
校
に
つ
い
て
の
資
料
を
ご
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
戦

前
か
ら
続
い
た
女
子
教
育
の
果
た
し
て
き
た
意
味
な
ど

。

【

】

に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思
い
ま
す

煙
山

英
俊

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
コ
ー
ス
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

公
文
書
館
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

０
１
８
（
８
６
６
）
８
３
０
１

電
話

昭和５年女子技芸学校薙刀体操

第２回

(金)10/22
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公
文
書
館
閲
覧
室
に
て
十
月
上
旬
よ
り

大
仙
・

「
公
文
書
館
収
蔵
資
料
に
み
る

」
展
示
を
開
始
し
ま
す
。

仙
北
・
美
郷



重
陽
の
節
句
が
過
ぎ
た
と
い
う
の
に
、
秋
の
風
情
に

は
程
遠
い
晩
夏
。
暑
さ
に
ま
ぎ
れ
て
の
素
材
は
、
古
文

書
な
ら
ぬ
古
絵
図
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

そ
の
狙
い
は
、
当
公
文
書
館
に
あ
る
城
下
絵
図
で
往

事
の
城
下
町
秋
田
（
久
保
田
）
の
内
町
三
の
曲
輪
を

垣
間
見
て
、
現
在
の
広
小
路
・
中
通
り
界
隈
の
江
戸

時
代
の
様
子
を
彷
彿
さ
せ
、
現
況
と
対
比
し
て
み
る

こ
と
に
あ
り
ま
す
。

、

、

久
保
田
城
は
東
方
は
湖
沼
群

西
方
は
仁
別
川
等

湖
沼
や
河
川
に
恵
ま
れ
こ
れ
を
防
御
面
で
活
用
で
き

る
場
所
で
あ
る
窪
田
神
明
山
を
中
心
に
慶
長
八
年

一
（

）

、

（

）

六
〇
三

構
築
が
始
ま
り

寛
永
八
年

一
六
三
一

、

（

）

頃
完
成
し
た
も
の
で

寛
文
初
年
頃

一
六
六
一
〜

の
久
保
田
城
御
城
下
絵
図
（
県
Ｃ

１
６
８
）
で
は
、

-

城
下
は
仁
別
川
を
改
修
し
て
外
堀
と
成
し

内

町

武

、

（

う
ち
ま
ち

家
町

・
外
町
（
町
人
町
）
を
区
別
し
た
ほ
か
、
城
郭

）
と
ま
ち

の
回
り
は
二
重
の
水
堀
で
囲
ま
れ
た
堅
牢
な
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
が
瞭
然
で
す
。

家
臣
の
配
置
は
、
城
郭
内
並
び
に
近
い
と
こ
ろ
か

ら
引
渡
・
廻
座
等
上
級
家
臣
か
ら
中
・
小
家
臣
の
順

に
配
置
さ
れ
、
広
小
路
に
面
し
た
三
の
曲
輪
に
は
上

級
家
臣
屋
敷
が
建
ち
並
ん
で
お
り
ま
し
た
。
広
小
路

界
隈
の
原
風
景
を
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
を
例

「

」

に
取
り

御
国
目
付
下
向
之
節
指
出
候
御
城
下
絵
図

（
県
Ｃ

１
７
９
）
に
よ
っ
て
俯
瞰
し
ま
す
と
、
ま
ず

-

ふ
か
ん

大
手
（
元
ホ
テ
ル
ハ
ワ
イ
付
近
）
正
面
に
展
開
す
る
土

手
谷
地
町
に
は
須
田

廻
座
・
御
相
手
番

梅
津

廻

（

）
、

（

座
・
御
相
手
番

、
宇
都
宮
帯
刀
（
引
渡
・
家
老
）
の

）

三
家
が
並
ん
で
前
面
を
固
め
、
広
小
路
（
久
保
田
城
下

で
は
城
に
平
行
し
て
走
る
道
路
を
小
路
、
城
に
向
か
っ

て
走
る
道
を
通
り
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
）
に
は
東
か
ら

多
賀
谷
（
引
渡
・
檜
山
所
預

、
佐
竹
河
内
（
北
家
・

）

引
渡
・
角
館
所
預

、
佐
竹
岩
見
（
西
家
・
引
渡
・
大

）

）
、

（

）

館
所
預

佐
竹
左
衛
門

南
家
・
引
渡
・
湯
沢
所
預

の
久
保
田
屋
敷
が
並
び
建
ち
、
広
小
路
と
城
中
を
結
ぶ

中
土
橋
の
対
面
か
ら
は
茂
木
筑
後
（
引
渡
・
十
二
所
所

預
）
の
久
保
田
屋
敷
を
は
じ
め
、
石
塚
・
小
場
（
御
相

手
番
）
と
続
き
中
土
橋
内
部
に
屋
敷
を
構
え
る
藩
政
開

始
以
来
の
功
臣
梅
津
・
渋
江
両
家
と
堀
の
両
面
か
ら
中

土
橋
を
警
護
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
九
代
藩
主
佐
竹
義

和
を
家
老
と
し
て
補
佐
し
藩
政
改
革
に
功
あ
っ
た
疋
田

斎
・
小
野
岡
大
和
家
も
広
小
路
角
、
穴
門
付
近
の
要
地

に
配
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
三
の
曲
輪
の
東
根

小
屋
町
に
あ
っ
た
の

が
黒
沢
家
（
大
御
番

頭
）
で
、
屋
敷
は
建

物
と
も
ど
も
昭
和
六

〇
年
代
ま
で
現
地
に

残
っ
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
は
一
つ
森

公
園
に
移
築
さ
れ
国

の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

黒
沢
家
こ
そ
が
城
下

町
久
保
田
の
原
風
景

を
偲
ば
せ
る
唯
一
の

現
存
す
る
武
家
屋
敷

で
す
。
秋
風
に
誘
わ

れ
て
古
絵
図
と
照
ら

し
合
わ
せ
な
が
ら
の

散
策
も
一
興
か
と
存

じ
ま
す
。

【
渡
部

紘
一
】

◎家老 △御相手番 □一門及び主な所預（ ○文政４年頃の家老）●

「 」（ ） 。註 原図は 御国目付下向文節指出候御城下絵図 県Ｃ－179 である
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古
文
書
こ
ぼ
れ
ば
な
し

城
下
町
秋
田
の
原
風
景
（
久
保
田
城
下

三
の
曲
輪
の
こ
と
ど
も
）


